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 日本のホスピス・緩和ケア病棟において、患者の AD 表明率は以前よりも上昇していた。緩和ケア医師
のACPに対する実践と重要性の理解との間に乖離がみられ、わが国の文化的背景が関係していると推察さ
れた。また、患者の AD 表明に、ホスピス・緩和ケア病棟への受診または入院について患者の意向が反映
されていること、ACPに対する積極的な医師の存在が関連していることが明らかとなった。 
審査様式２－１ 
 
 -３
-14/0
6/25
14/0
 
審査の結果の要旨 
 
(批評)  
日本の緩和ケア病棟入院患者におけるアドバンスディレクティブの表明状況、勤務する医師のアドバンス
ケアプランニングに対する態度および実践状況は必ずしも明らかではなかった。医師から得られた情報に依
存するという方法論的制約はあるが、本研究により、近年日本においても患者のアドバンスディレクティブ
表明率が上昇し、医師の態度が患者の表明率に影響を及ぼすことが示唆された。今後、医療者のみならず患
者側からの情報に基づく研究などに発展することが期待される。 
2013年 12月 25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
